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編集方針

加藤商事は「次世代に生活する快適さと持続性の調和した環境を残すことが、

今存在する当社の責務である」と考え、経営理念を『未来の地球に持続可能な環境を創る企業』とし、

社員の思いを集結し全力で事業に取り組んで参ります。

会社概要・事業内容

CSRトップメッセージ

特集①：事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）
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発 行 日

2015 年度 （2015 年 4月～ 2016 年 3 月）

加藤商事株式会社 本社・営業所全体

・GRI【サステナビリティレポーティングガイドライン】第 4版　

・環境省「環境報告ガイドライン」（2012年版）

・ISO26000「社会的責任に関する手引き」

2016 年 8 月

　本報告書は、加藤商事におけるＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）の基本的な考え方と取り組み・実績につ
いてその情報を開示し、ステークホルダーとの関係を大切にしながら、経営の改善・向上を目的とするものです。重点
課題を「人財」「安全衛生」「ＣＳ（顧客満足）」「環境」「地域貢献」の５つとし、それぞれの活動を紹介しています。

会社概要

事業紹介

環境保全部門
□ 一般廃棄物収集運搬事業

□ 産業廃棄物収集運搬事業

□ 特別管理産業廃棄物収集運搬事業

□ 資源再生事業（容器包装プラスチック・ペットボトルの中間処理）

　 実　績　東村山市／東大和市／清瀬市／東久留米市／武蔵野市

　　　　　 ／町田市／西東京市

環境イノベーション部門
□ 総合建物管理事業（ビルメンテナンス・店舗清掃／LED照明工事他）

□ コンサルティング事業

　 ▶ 省エネコンサルティング、省エネ関連報告書作成支援

　 ▶ 省エネ商材（LED照明、エネルギーマネジメントシステム等）販売

　 ▶ PCB廃棄物コンサルティング

　 ▶ 廃棄物関連調査、3R関連イベント企画・運営

　 ▶ 海外事業化検討

会 社 名

代 表 者

所 在 地

赤 坂 営 業 所

東大和営業所

町 田 営 業 所

設 　 　 　 立

資 本 金

売 上 高

従 業 員

事 業 内 容

加藤商事株式会社

代表取締役　加藤 宣行

東京都東村山市恩多町1-12-3

東京都港区赤坂4-4-14 未来環境創造ビル1Ｆ

東京都東大和市奈良橋 5-812-21

東京都町田市南町田 3-37-50

1960 年 4月（昭和 35 年）　

4,050万円　

14億 1800万円（2015 年 9月決算期）

149 名（2016 年 4月現在）

一般廃棄物収集運搬／産業廃棄物収集運搬／容器包装プラスチック・ペットボトルの中間処理

／ビルメンテナンス業／PCB 廃棄物コンサルティング／省エネ商材販売／ 省エネコンサルティン

グ他

財 務 情 報

営業利益
（百万円）売上 営業利益
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一年を振り返って
　昨年度から取り組んでいるPCBコンサルティング業務

が「形」となった一年だったと感じています。PCB廃棄

物の所有者は、平成39年までに処理を完了することが

法律で義務付けられています。処理側は、期間内にどう

やったら適正に処理を終わらせることができるのかとい

う悩みを、所有者は適正な保管と高額な処理費負担に

ついての悩みを抱えています。そこで当社は、PCB廃棄

物として一緒に保管されてしまっている「非PCB廃棄物」

を調査選別し、処理施設へ運搬するPCBコンサルティ

ング事業を開始しました。処理するPCB廃棄物の量を

減らし、処理施設の負担を低減し早期処理に貢献する

こと、また、非PCBを取り除き所有者の処理費の負担

を低減することを目的としています。昨年は、当社が手

掛ける案件数も増加し、自治体や金融業社などから比

較的規模の大きい案件も受注させていただきました。こ

のような事業を行っている企業が少ないという理由もある

かと思いますが、長年廃棄物を扱ってきたという「当社

の強み」が信頼につながり、その安心感から選んでいた

だいていると感じています。現在も、多数のお問合せを

いただいています。ここまで反響が大きいとは正直、想

定しておりませんでした。今後は、お客様のご要望にお

応えするためにも、人員・機材ともに拡充をして対応し

ていきたいと考えております。PCB廃棄物の期間内適

正処理が行われるよう、サポートして参ります。

　LED照明の販売については、省エネ・CO2削減効果

が高く、またどこでも使われているという点から、地球

温暖化対策の推進のために今後も積極的に取り組んで

いきたいと考えています。今年度も多くのお客様にLED

照明をご導入いただきました。LED照明が商品化されて

から年月が経ちますが、まだまだ従来の照明をお使いの

事業者様も多くいらっしゃいます。そのような事業者様

や、すでにご導入いただいた事業者様に対して、ものの

販売だけで終わらずに、有益な情報を適宜発信するサー

ビスの充実に力を入れたいと考えています。

　また当社のメイン事業である廃棄物に関しても、通常

の業務に加え新たな事業に挑戦しています。町田市で

は、「資源ごみ処理施設」の2020年稼働を目指し、そ

の第一歩として、一部地域で先行的に容器包装プラス

チックの分別収集がスタートしました。従来の回収品目

に加えて容器包装プラスチックの収集運搬を当社が委託

されることになり、車両・人員ともに増加となりました。

今まで築き上げてきた市民の皆様との信頼関係をより発

展させ、引き続き、安心安全な収集を行うことで市民の

皆様に衛生的な生活環境を届けられるよう、尽力して参

ります。

CSR活動を飛躍させるために
　加藤商事は、「明日の地球に持続可能な環境を創る

企業」という理念を掲げています。その実現のために、

子供たちへの環境教育には特に力を入れています。これ

からの時代を担う子供たちが「環境によいこととは何

か？」を考え、実際に取り組み、周りの大人たち発信し

ていけば、よりよい方向に変わることができると考えてい

ます。

　昨年もこのような考えのもと、出前授業をはじめとし

て環境教育の機会をいただき、ごみのお話を中心に学

んでいただきました。子どもたちの素直な反応に、私た

ちもとても刺激を受けています。どうしたらもっと多くの

方に、もっと多くのことをお伝えできるのか自問をしなが

らこの取り組みをさらに広げていきたいと思っています。

子どもたちの力を借りながら、子供たちと一緒に環境の

輪を広げ、よりよい未来を創る活動を進めていきます。

　「CSRの活動」として取り組みを始めて5年が経ちまし

た。手探りの中で始めた活動ではありますが、少しずつ

社内外に浸透してきていると感じております。しかし、

同時に課題も見えてきました。それは、「情報発信の方

法とその内容」です。まずは多くの方に当社に「関心」

を持っていただかなくてはなりません。私たちがお伝えし

ていることがどのくらいの効果があるのか、一度検証し

その方法を見直す必要があると感じています。また、現

状は「私たちが発信したい情報」が中心となってしまっ

ていますが、それがステークホルダーの皆さまが欲しい

情報なのか、こちらも検証していきたいと考えています。

　これらの課題を解決するために、ステークホルダーの

皆様と双方向でコミュニケーションができる場を作れな

いかと検討しています。具体的な対策となるまでには少

し時間がかかるかもしれませんが、中長期的な取り組み

として、環境について一緒に考え、ともに実行できる仕

組みができればと検討を重ねています。ぜひ、形になっ

た際には多くの方にご参加いただければと思っています。

　

今後のCSR活動について
　今回、CSRの重要な課題に優先的に取り組むため、

マテリアリティの特定を行いました。「当社の重要度」「ス

テークホルダーへの影響度」が共に高い5項目を2016

年度の計画に盛り込むこととしています。この重要度・

影響度に関しては、それぞれの立場によって優先度が変

わってくることだと感じています。そのため、いろいろな

要望を出していただき、それに基づき適宜見直しを行い

たいと考えています。多くの方にご意見・ご要望を聞か

せていただきたいと思っておりますので、ご協力のほど、

よろしくお願いいたします。

　お客様や取引先様、地域の皆様、そして社員ととも

に、たくさんの意見を取り入れながら、ステークホルダー

のみなさんと共に歩む企業を目指して、CSR活動を今後

も積極的に推進したいと考えています。
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事業継続計画
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(BCP：Business Continuity Plan)

安心安全な市民生活のために、かかすことのできない事業だから…。

　震災時においても、生活ごみの収集や処理は必要です。
もし、当社が被災し収集運搬や処理が行えない状況に
陥ったら、生活環境の悪化に直結してしまいます。そこで、
いかなる時も市民の生活環境を守るため、災害発生時に
一般廃棄物収集運搬・容器包装プラスチック並びにペッ
トボトル中間処理 (エコ工場) の早期に復旧・再開するこ
とを目的として、平成 26 年度に BCP（事業継続計画）
を策定しました。本社に災害対策本部を設置し、あらか
じめ決められた役割のもと、各部署が連携を取りながら
災害の初動対応、事業復興を行う体制を定めました。

加藤商事のＢＣＰ

　BCP では基本方針として、目的・対象事業・想定範囲を定めました。対象事業に関しては、加藤商事の業務の中で
最も市民生活に影響を与える一般廃棄物の収集運搬、容器包装プラスチック並びにペットボトル中間処理を対象としま
した。

実行性のあるBCPに向けて

　BCP の周知・教育が十分でない場合や BCP を実際に実行する上で何らかの課題がある場合と、有事の際に BCP
がきちんと機能しない可能性が高まります。そのため、毎年活動計画を立ててその取組みを評価し、計画の見直しを行
うPDCAが大切です。そこで昨年度の取組みの課題を整理し、取組みスケジュールを見直しました。

周知のための取組み

　社員に対してBCPの取組みを周知する為に社内報・
社内掲示板での幅広い普及啓発を行って参ります。
BCP事務局では、緊急時にあわてず、きちんと対応でき
るように社員がとるべき行動についてまとめた防災カード
を配布する予定です。
　また、社外に対してはCSR報告書を活用して引き続き
PRして参ります。

次年度以降の取組み・スケジュール

　この課題をもとに、次年度以降はスポット的な取り組みの他に通年の取組みを行うこととしました。実際に活動（模
擬活動）を行い、BCP 計画の抜け漏れや不十分な箇所などの問題点を明確にし、実効性のある BCP へと見直しを行
います。

従業員への普及啓発が不十分であり、BCPの取り組みの浸透させることができなかった

課　題

各課代表が揃う会議で共有／社内報での共有／社内掲示板の活用

通　年

基本方針
目的
●事業機会の逸失を回避
●社員と家族・訪問者の身の安全を守る。
対象事業
●一般廃棄物収集運搬(東村山市、東大
和市、清瀬市、町田市)、容器包装プラ
スチックならびにペットボトル中間処理
(エコ工場)
想定範囲
●想定災害 : 震度6強の大地震

計画
身の安全の確保
●稼働中の設備・機器・電気設備があれば緊急停止。
異常・危険を察知 / 避難勧告
●決められた避難所へ移動 (第一避難所：本社　エコ工場
前駐車場 / 第二避難所：東村山市運動公園)
安否確認
●安否確認担当は電話・メールによる直接安否確認を行う。
●安否確認できない場合は「伝言ダイヤルサービス」による
安否確認を行う。

●その他LINEなどのSNSサービスが利用可能な場合は使用
し、確認を行う

取り組み 時期 内容 対象

防災カード配布
平成28年
7～8月

防災カード作成(各部署の班長に防災カードを
配布し、緊急時に備える。)

顧客班・管理班・
施設班・収集運搬班・
エコ工場班

安否確認
平成28年
9～10月

携帯メール・LINE等で安否を問う連絡をし、
回答を求め結果を集計する。

災害時対応の確認
訓練(机上訓練)

平成28年
11～12月

緊急参集メンバーがBCPに対する知識を深め、
各要員が行うべき対応を確認する。

BCPって？
　大地震等の自然災害、感染症のまん延、テ
ロ等の事件、大事故、サプライチェーン(供給
網)の途絶、突発的な経営環境の変化など不測
の事態が発生しても、重要な事業を中断させな
い、または中断しても可能な限り短い時間で復
旧させるための方針、体制、手順等を示した
計 画 のことを事 業 継 続 計 画(Business 
Continuity Plan , BCP)と呼ぶ。

対策本部
本部長：社長
副本部長：部長

事務局
事務局長
副事務局長

顧客班 管理班 施設班

施設班

収集運搬班 エコ工場班

顧客班

管理班

施設班

収集運搬班

エコ工場班

各班の役割

組織体制

対外交渉の指揮・管理　顧客対応、取引先対応

収集業務復旧の指揮・管理　業務再開措置（収集設備復旧）

業務復旧の指揮・管理、業務再開措置（本社施設等）

工場業務復旧の指揮・管理　業務再開措置（工場・設備復旧）

情報管理・調整・内部発信、対外情報発信、従業員対応

社内掲示板での普及啓発

防災カード（案）

（表） （裏）

防災カード

加 藤 商 事 株 式 会 社

STEP01
自分自身の
身を守る！

STEP02
家族の安否を
確認する

042-392-1001連
絡
先氏名・安否・状況をお伝えください。

状況を判断し、役割に応じて行動してください。
あなたの役割は、従業員・来客者の避難誘導です。

繋がらない場合は
「伝言ダイヤル
サービス171」

STEP03
会社に
連絡する

携帯者情報

加 藤 商 事 株 式 会 社

メモ

住所

もしもの時の連絡先 血液型

家族の集合場所 家族の避難場所

年 月 日氏名 生年月日



マテリアリティの抽出と特定 CSRの重点課題
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マテリアリティ特定方法と今後の計画

　今年度は課題の抽出・マテリアリティの特定を行いました。次年度以降にステークホルダーの意見を取り入れつつ、
社会の変化に対応しながらマテリアリティの見直しを行っていく予定です。

GRIガイドライン第4版、
ISO26000を分析。自社の業務
との関連性から25項目を抽出。

「当社の重要度」
と「ステークホル
ダーへの影響度」
の大きさから優先
順位を決定。

特定されたマテリアリティ（重要課題）

　以下の5つの項目を重要課題としました。これらの項目を優先的に取組んで参ります。

CSR活動の自己評価と計画

　CSR活動を効果的に推進するため、各テーマごとに取り組み計画を定めています。継続的な活動とするため、PDCA
を回しながら、取り組みを進めて参ります。今年度の活動に対する評価と次年度の取り組み計画を記載しております。
　詳細については、各テーマの掲載ページをご覧ください。
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　加藤商事では、事業活動が社会に及ぼす影響を適切に把握し、特に重要な課題に優先的に取組み、優先度の高い
項目から積極的に情報を開示を行っていきたいと考えています。そこで、今回、当社にかかわる課題とそのマテリアリティ
（重要課題）の特定を行いました。

加藤商事では、ステークホルダーの期待と関心や自社にとって重要度が高い『5つのテーマ』をCSR活動の軸として取
り組んでおります。日々の事業活動を通じ、社会や環境にかかわる課題に真摯に向き合い、新しい社会価値の創造に
取り組み、すべてのステークホルダーの皆さまへの責任を果たしていきます。

テーマ 2015年度自己評価

人財
→P.10

■障がい者の積極的な雇用の維持 ◎

■推進資格取得者数の増加
　（資格取得支援制度の見直し・拡充）

△

■社内研修会の充実 ○

■一般事業主行動計画の推進 ○

安全衛生
→P.12

■死亡災害・労働災害・交通事故を「ゼロ」にする ◎

■安全教育の実施 ○

■安全衛生巡視の継続実施 ○

CS
（顧客満足）

→P.14

■セミナー、メルマガなどの情報発信 ○

■アフターフォローの検討・充実 ○

■地元イベントへの参加 ○

環境
→P.16

■EMSによる継続的な改善 ○

■新たなビジネスの企画立案 △

地域貢献
→P.18

■環境教育の企画立案 ◎

■エコ工場フェニックス見学会 ○

■ドライバー普通救命講習受講 ○

■BCP（事業継続計画）の運用 △

テーマ 2016年度計画

人財

■従業員育成の教育・訓練
　・社内外研修会への参加機会の創出

■障がい者の積極的な雇用の維持

安全衛生

■従業員の労働環境改善
　・熱中症対策の実施
　・健康診断の実施

■安全対策の実施（教育・巡視等）（※）

CS
（顧客満足）

■積極的な商品・サービス等の情報発信

■アフターフォローの検討・充実

環境

■環境ビジネスの展開
　・既存ビジネスの拡大
　・新規ビジネスの検討

■環境負荷（電気・軽油）の低減

地域貢献

■地域住民・児童を対象とした啓発・教育活動
　・環境教育の実施
　・エコ工場フェニックス見学会

■安全で衛生的な市民生活の確保
　・市民とのコミュニケーションの拡大

■BCP（事業継続計画）の運用

従業員育成の
教育・訓練

安全で衛生的な
市民生活の確保

地域住民・児童を
対象とした
啓発・教育活動

環境ビジネスの
展開

従業員の
労働環境改善

2015年の取組み

2016年の取組み 以降

課題の抽出

取組み

ステークホルダーへの
ヒアリング

マテリアリティの
見直し

2017年度
計画 継続

評価

マテリアリティの特定

2016
年度
計画

当社の重要度

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
影
響
度

人財
環境問題に立ち
向かう知識
技術を有する人
財の育成

安全衛生
社員の安全意識
向上による事故・
災害の撲滅

CS（顧客満足）
お客様視点に立っ
た質の高いサービ
スの提供

環境
未来の地球に持
続可能な環境を
創る企業

地域貢献
地域に根差した
CSR活動

太字はマティアリティ（重要課題）で取り上げた項目。
（※）安全で衛生的な市民生活の確保と共通の計画になります。



人財

ワーク・ライフバランスの推進

環境問題に立ち向かう知識・技術を有する人財の育成　
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　加藤商事では、社員の働きやすい環境を目指してワーク・ライフバランスの推進を行っています。

一般事業主行動計画
　当社では、一般事業主行動計画を定め、平成23年４月から平成26年３月までを第１計画期間、平成26年４月から平
成29年３月までを第２計画期間として取組みを進めています。
　社員が仕事と子育てを両立させることができ、社員全員が働きやすい環境を作ることによって、すべての社員がその
能力を十分に発揮するとともに、地域に貢献する企業となるために、第２計画期間は次の3つの目標を掲げています。
目標の着実な実現に向けて、今後とも取組みを進めて参ります。

港区ワーク・ライフ・バランス推進企業　
　より働きやすい職場環境づくりを目指して、「平成28年度港区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定事業」への申
請を行っています。（平成28年5月現在）

従業員育成のための教育・訓練の充実

　当社では、長年培ってきた廃棄物の収集運搬の経験や、
LED照明の導入支援を行ってきた実績を活かし、新たにPCB廃棄物
（ポリ塩化ビフェニル：PCB）の処理をトータルサポートするPCB廃棄
物選別・収集運搬事業を開始しました。
　従来の安全教育に加えて、PCBには強い毒性があるため、正しい知
識の定着と現場での適切な対処方法を周知する社内研修会を開催しま
した。
　従業員の安全とお客様の安心のため、今後とも、社内研修会の充実
を図って参ります。　

就業規則の全面改定

　事業の拡大に伴い社員の就業体系が多様化して参りました。このような状況に対応すべく、就業規則全面改定を行い
ました。主な目的とメリットは以下の通りです。

進捗報告会の開催

　当社では、全ての社員に経営に参画する機会を提供
し、全社一丸となって事業を推進するために、経営者と
業務担当者が一堂に会する進捗報告会を３か月に１回程
度、開催しています。このような機会から、新たな事業
の構想や部署を超えた連携が生まれています。

障がい者の積極的雇用の継続

　当社では、平成21年度より障がい者雇用に取り組んで
います。雇用の維持から拡大に向けて、当社の業務を
行っていただける方の採用を進めています。

収集・運搬従事者教育実施の主な内容
●微量PCB 汚染廃電気機器等処理に係る一般事項
●PCB 廃棄物及び危険物に係る関係法令
●収集・運搬方法の基本的事項
●積込み、積下し、積替え･保管の方法
●運搬車の点検や運搬中の安全管理の遵守
●運搬時の表示及び携行書類
●運搬容器の取り扱い方法
●緊急時の対策、健康被害の予防と応急措置

PCB収集・運搬従事者教育の様子

講師を務める企画室室長

3つの目標【第2計画期間】

所定外労働を削減するため、毎
週水曜日のノー残業デーを継続
する。

NO残業DAY
ポスターの掲示
　各事務所にポ
スターを掲示し、
周知をはかって
いる。

目標1

年次有給休暇の取得促進のた
めの措置を講じ、有給休暇の取
得数を増やす。

取得促進のための
呼びかけを実施した

目標2

地域の子供たちを対象に、工場
見学ができる体制を創設する。

目標3

取り組み内容・評価

工場見学の要望が
ある場合に対応。
工場設備の増設に
ともない、わかりや
すいパンフレット、
HPへと更新した。

【東京都】見つかる！東京ワークライフバランス推進企業ナビ「チャオ」
http://www.wlbnavi-ciao.metro.tokyo.jp/companies/view2/20140038

とうきょう次世代育成サポート企業　
　とうきょう次世代育成サポート企業として、両立支援企業特集にて一
般事業主行動計画を公表するなど、自社の取組みを広く公開しています。

●“現状”に則した就業規則とすること
●社員としての権利・責務を明記すること

目　的

【会社側】コンプライアンス、リスクヘッジ
【社員側】働きやすい職場

メリット



安全衛生

安全成績

　2015年度は死傷者数0件となりました。近年死傷者数ゼロの年がなく、作業マニュアルの整備、周知やヒヤリハット事例の
掲示を行い、目で見えるように改善しました。さらに部門別での安全ミーティングを定期的に開催するなどの対策を実施しまし
た。今回はそれらの成果が実った結果だと感じております。これからも安全第一に、継続して事故の撲滅を目指してまいります。

無事故表彰者数

　当社では1年間無事故（交通事故/車両故障/顧客トラブル/労働災害）を達成した収集運搬課社員に毎年表彰、5年
間・10年間無事故を達成した収集運搬課社員には『特別優良運転者』として表彰と褒賞を行っています。2015年度
は収集運搬課全社員のうち92名が表彰され、近年中最も多い表彰者数となりました。

安全衛生巡視

　当社では不安全状態や不安全行動を発見し、是正・改善するために
「安全衛生巡視」を実施しております。改善点が発見された際は、改善
日を決め、再度点検を行います。
　安全衛生巡視を行うことは、物理的な危機回避だけでなはなく、巡視
をする側・現場側ともに改めて安全に対して認識する機会を得ることがで
きます。今後も内側・外側の両面から安全な環境を確保してまいります。

10年無事故　富永 雄一
　運転をしている限り事故はいつでも起こる可能性があることを頭に入れ、安全
意識・運転動作に細心の注意を払っています。今まで自分で経験したヒヤリハッ
トや人から聞いた情報を頭に思い浮かべて基本動作の遵守を行っています。
　慌てると視野の範囲や安全意識が低下してしまい事故の起こる確率が上がっ
てしまいます。そのため、一日の段取りを朝しっかり行い、アクシデントがあっ
たとしても、慌てずに段取りを組みなおし、冷静でいられるようにします。指差
し確認・声だし確認を行い助手との掛け合いもできるように意識しています。
10年間無事故とは通過点にすぎず「一生安全運転」を心がけ日々の業務を行っ
ていきたいと思います。
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【労働災害度数率】（資料出所 : 労働災害動向調査）
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全産業度数率類別死傷災害発生状況総労働時間
（時間）

1人当たり
年間労働時間
（時間）

平均
労働者数
（人）

死傷
者数
（人）

年度

2012

2013

2014

1,944

1,944

1,968

113

121

133

219,672

235,224

261,744

2

2
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2015 2,052 135 277,062 0 なし

2011 1,952 116 226,432 3
はさまれ巻き込まれ 2件、
墜落・転落 1件

その他 2件

はさまれ巻き込まれ 2件

転倒 2件、交通事故 2件
切れ・こすれ 1件、その他 1件

無事故表彰者数

2015 16 18 38 39 22 23 16 17 92 97 95%

年度

本社 秋津 東大和 町田 合計

該当者
（人）

総数
（人）

該当者
（人）

総数
（人）

該当者
（人）

総数
（人）

該当者
（人）

総数
（人）

該当者
（人）

総数
（人）

割合
（%）

2013 15 17 27 34 17 18 11 13 70 82 85%

2014 14 17 31 32 16 18 14 15 75 82 91%

作業事故防止教育

　建設機械を使用する工事を行う際は、機械と人との接
触の危険があり、ひとたび災害がおきれば重大な怪我が
伴います。
　そこで施工前や施工中に適宜安全教育を行っています。
機械との接触、墜落転倒、はさまれ、感電等の危険性を
洗い出し注意点を確認し合います。

安全教育の実施

災害時し尿運搬訓練

　大地震などの災害発生の際には、ライフラインや
交通に与える影響が非常に大きく、家庭ごみなどの
一般廃棄物の収集運搬が困難となります。
　震災直後から被災者の避難が始まると、避難所で
は仮設トイレの設置が必要となります。受入処分場
も被害に合うことも想定し、近隣自治体と流域を管
轄する水再生センターとの間で「災害時におけるし尿
搬入および受入に関する覚書」を交わし、訓練にも
参加しています。

安全教育の実施

不法投棄ゴミ回収

　東京都民の暮らしに欠かせない水源のひとつである
村山貯水池（多摩湖）の外周路周辺には、心ない一
部の方たちによる不法投棄が後を立ちません。
　道路を塞いでしまうような危険な箇所もあるため、
安全な通行を確保する目的や、貴重な水源を守るため
に地元同業他社と手を取り合い、行政へ働きかけや年
に数回不法投棄ごみ回収を行っております。不法投棄
撲滅に向け、小さな活動を継続して行きます。

安全で衛生的な市民生活の確保
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社員の安全意識向上による事故・災害の撲滅



CS

LED照明を中心とした省エネ活動のお手伝い
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　当社は、照明・空調設備の更新のご提案を通して、お客様の省エネ・環境活動をサポートさせていただいています。
また、助成金や導入時などの情報をメルマガやセミナーにて提供しており、実際にLED照明をご導入いただいたお客様
からお喜びの声や、再受注の依頼も多数いただいています。今期は、アフターフォローの充実の第一歩として、照明を
導入いただいたお客様へのご訪問を積極的に行いました。現状の確認や照明の使用感の確認など、お客様の率直な
ご意見をいただきました。また、導入いただいた照明が不点灯との連絡があった場合、早急な対応が出来るよう、メー
カーとも連携した体制の構築をはかっています。最近では、お客様より照明のことだけではなく、いろいろなご相談を
いただく機会が増えてまいりました。そのようなご相談にも対応できるよう、新たな商材・サービスの検討を行う予定
です。

「PCB廃棄物処理トータルサポート」本格始動

　PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物は、その毒性が社会問題となり、平成39年3月31日までに処理することが義務
付けられています。しかしなかなか処理が進まず、PCB廃棄物の保管が長期化し容器の劣化による漏洩事故等が発生
しています。
　加藤商事では、保管中の漏えい防止、早期処理を後押しするため、PCB廃棄物処理トータルサポートを開始いたしま
した。
　お客様が抱えるPCB廃棄物に関する問題は様々です。それらを解決するために、現状（現場）を確認させていただ
いたうえで、最適なご提案を行っています。PCB廃棄物処理に係る業務のサポートを通して、お客様とともにPCB廃棄
物の問題を解決していきたいと考えています。

地域住民とのコミュニケーション

　地域の方 と々最も触れ合う機会が多
いごみの収集現場では、無事故の徹
底、地域住民とのコミュニケーション
を大切にしています。時には、住民の
方から嬉しいお言葉やお手紙をいただ
くこともあり、日々の仕事の糧になっ
ております。今後も安全に、丁寧に
日々の作業に取り組んでまいります。

省エネ照明セミナー

　昨年に引き続き、「失敗しない省エネ照明の選び方」セミナーを開催しました。今年度は3回実施し、様々な業種の
方にご参加いただきました。　主には、工場・施設・倉庫をお持ちの事業者様向けに、お客様にあった照明選びのポ
イントをお伝えしております。今後も展示会後のフォローセミナーを中心として、継続的に実施してまいります。
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導入事例

分別作業実績例 社員の声

某化学繊維メーカー PCB営業担当安定器類／4,276台 半田 拓也

ご来場様の声
●資料がとても分かりやすかったです。
●倉庫にすでにLED照明を導入済みですが、導入する際に、場所に
よって色や明るさを考えるということはしていなかったと思います。

●実際にデモ機を用いての光の違いの説明により、理解を深めるこ
とができました。
●省エネ照明導入の重要性がよく理解できました。
●照明にこんなに多くの種類と特性の異なることが、実演を通してよ
く分かり、大変参考になりました。
●その場で電気料金削減額の算出が行えたので、イメージがしやす
かったです。

住民の方とのふれあい❶
お手紙にて
「いつもお世話になります。雨の
日もご苦労様です。」
と暖かいお言葉をいただきました。

住民の方とのふれあい❷
当社が誤ってバケツのふたを破損
してしまい、ご不在であったため
置き手紙をしてきたところ、逆にお
礼のお電話をいただきました。

お客様に喜んでいただくために
社員の声　増田 龍司
グリストラップ清掃は夜間作業も多く、お客様と接する機会も限られますが、
少しでもお客様に喜んでいただけるように作業に臨んでいます。普段心がけてい
ることは、「笑顔」「感謝の気持ち」です。また、お客様のご要望には少しでも
お応えできるよう、努力しています。

　私の業務は、PCB廃棄物
の適正処理とともに、大幅
なコスト削減にもつながるの
で、お客様にも大変喜んで
いただいております。搬出の
難しい現場での作業が多い
ので、今後も安全第一でお
客様の問題解決に取り組ん
で参ります。

コトブキゴルフ様 全3店舗LED照明ご導入

お客様の声

店舗内が明るくなった。ま
た、照明の球交換の回数
が減り、メンテナンスが楽
になった。電気代削減を
始め、LEDの効果が大き
かったので、3店舗導入に
踏み切ることができた。

某印刷加工会社様 中小企業向けの補助金活用
処理コスト削減効果
約4800万円
漏えいした安定器等も
あり、ばく露防止策を
徹底した上で汚染物も
適切に収納、ＪＥＳＣＯ
への登録をサポートしま
した。

非PCB品　307台

お客様の声

電気代が安くなった。また
照明のデザインも良く、お
客様からも好評である。ア
フターフォローにも満足して
おり、今後も新たなサービ
スがあれば提案していただ
きたい。

(顧客満足) お客様視点に立った質の高いサービスの提供



環境
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　当社ではISO14001の認証を取得し、環境マネジメントの継続的改善を図っています。第56期では、3つの環境目標
に対して、6つの目標を定め改善に取り組みました。

　また、前期第三者審査での指摘を受けて、今期（第56期）は主に以下4点について改善対策を行いました。その結果、
第56期の第三者審査では、軽微な不適合もゼロとなり、審査員より“グッドポイント”を3つ頂戴する結果となりました。
年々、環境マネジメントに対する社員の意識も高まっており、今後も取組を推進してまいります。

　当社のエネルギー使用は、工場における容器包装プラスチックの圧縮梱包に係る電力と収集運搬車両の燃料である
軽油が中心となります。昨年度工場の施設を省エネタイプのものに更新したことにより、今年度も会社全体の電気使用
量の少ない状況を維持しております。また、軽油使用量が昨年度に比べて増加しておりますが、これは車両の増車によ
るものと考えられます。

※対象：本社、秋津事業所、東大和営業所、町田営業所、赤坂営業所（軽油は本社のみ）

※期間：平成25年4月～平成28年3月

KATO太陽光レポート

環境データ

　加藤商事では、クリーンエネルギー推進のため、太陽光発電の導入を進めています。現在、4つの発電所を稼働させ、
日本のエネルギー自給率の向上・CO2削減に貢献しています。

第56期に実施した改善策

❶エコ工場での選別ボックスのラベリングや装置再稼動時
の手順書作成によるヒューマンエラーの低減

❷太陽光発電状況の経年変化の評価
❸プラスの環境側面の洗い出し
❹「EMS文書管理表」の作成による文書配布先及び配布
記録の明確化

審査員から“グッドポイント”
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●エコ工場の敷地内路面は清掃が良く行われており３
Ｓ(整理・整頓・清掃)は良好でした。地域貢献活
動の一環として受け入れている職場体験に参加した
中学生2名がマンツーマンでの説明を受けながら手
選別作業の実体験を行っていました。

●「環境方針」「組織図」「環境目的及び目標一覧表」
「著しい環境側面登録表」「ヒヤリ・ハット事例」「ゴ
ミ収集作業指示書」等が休憩室に掲示されており、
内部コミュニケーションが有効に実施されているこ
とが確認できました。

●現場インタビューではS班長から、「周辺の人達か
らの苦情はない」、「周辺住民への配慮事項として
は、駐車場（砂利）の埃には散水し、道路の汚れ
は掃き掃除をしている」等と伺いました。周辺環境
への配慮に気遣っておられることを確認しました。

第56期　環境目的目標

目的 目標 実績 評価

地域を守る存在としての役
割の確立

○従業員の安全意識向上による事故
ゼロの達成
○具体的な地域貢献の実現

資源再生課事故ゼロ達成
事故防止対策委員会：9回
地域貢献活動：11回

○

新たな環境関連サービスの
提供・顧客及び社会に対す
る啓発活動の実施

○環境商材の営業促進
○環境分野の専門家としての人材育成

環境商材紹介案件：10件
技能講習会参加・資格取得：8名

○

環境管理活動・地域貢献活
動に取り組める体制の構築

○法的及びその他の要求事項の管理、
周知
○社内サポートの強化

スキルアップ研修プログラムへの
参加支援
コピー機の切り替え（用紙削減）

△

自己評価（マネジメントレビューより）
◎：達成　○：おおむね達成　△：努力の余地あり

実施日
重大な
不適合

軽微な
不適合

改善の
機会

よい点
（グッドポ
イント）

2015年09月15日
第7回

サーベイランス審査
なし なし 14件 3件

2014 年 07月 16日～
07月 17日
第 3回更新審査

なし 1件 10件 2件

2013 年 09月 04日～
09月 05日
第 6回

サーベイランス審査
なし 1件 7件 3件

2015年
総発電量

2015年
総CO2削減量

鉾田市秋山発電所

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

2013年度

241,925

221,084 222,090

2014年度 2015年度
0

2,692
2,442

2,567

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

2013年度 2014年度 2015年度
0

東村山本社発電所 赤坂営業所発電所

筑西市成井発電所

電気（kWh） 軽油（L） 水（㎥）

約184万　kWh 約927　t-CO2※

※ 「太陽光ビジネス『太陽光発電でどれくらいのCO2を削減できますか』」　http://taiyo-biz.jp/question/others/co2.php

過去3年間の第三者審査結果

2013年度 2014年度 2015年度

158,185 151,340
166,171

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

未来の地球に持続可能な環境を創る企業
あ　す



地域貢献

エコ工場フェニックスの取組み
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一般事業主行動計画
　加藤商事では、容器包装プラスチックのリサイクルをはじめとする循環型社会の実現に向けて、より多くの方に関心
と理解を深めていただくため、エコ工場フェニックスにおいて、職場体験や工場見学の受入れを行っています。今年度は
英語版の工場案内パンフレットを作成し、はじめて海外からの見学者の受入れを行いました。これからも、地域のみな
さまに必要とされる加藤商事であり続けるために、社員一人ひとりが「自分たちにできることは何だろう」と考え、取り
組みを進めてまいります。

地域の人々との交流　

リサイクルフェアへの参加　
～最優秀賞は「たべものを　ごみにしないよ　たべきるよ」に決定！～
　環境整備事業協同組合として、収集車両の展示や乗車体験、環境標語の募集を行い
ました。市民の皆様とともに「環境（ゴミ）」について考えることができる機会ですので、
今後も続けていきたいと考えています。

事故削減指導員養成講座の実施　

　現場での安全対策、事故削減を徹底するため、一般家庭のごみ収集運搬及び工場での選
別業務に従事する運転手および作業員に対する事故削減指導を行なう指導者の育成講座を
開催しました。
　ごみ収集作業では朝の通勤時間帯や小学校の登下校時に住宅地で収集作業を行います。
また工場では時間帯によって搬入車両の混雑やフォークリフト移動時などに危険が潜んでお
り、安全対策や事故撲滅に向けた指導が特に重要となります。今後も、日々の確認を怠らず、
また講習会等を通じて従業員のレベルアップを図り、安全作業、事故撲滅に努めて参ります。

環境教育

　加藤商事では､「持続可能な環境を創る企業」という
企業理念を掲げているように次の世代に持続可能な環
境を継承していくことが当社の使命であると考え、環境
教育を積極的に行っています。

　今年度は、幼稚園児を対象に、ごみと資源の違いを
伝える紙芝居やクイズ、ごみ収集車への積み込み体験
などのプログラムを実施しました。これらの出前授業を
通じて、子どもたちがごみの分別や環境問題に関心を持
つきっかけになればと考えています。職場体験

　昨年度に引き続き、東村山市内の中学生2名に職場体
験に来ていただきました。2日間という短い期間ではあり
ますが、実際にエコ工場において容器包装プラスチック
の中から異物を取り除く選別作業を体験していただきまし
た。体験を通じて、日々のあたり前を守るために「働く
ことの重要性」や、ミスや事故が許されない「働くこと
の厳しさ」、そして何よりも、「仲間と働くことの楽しさ」
を感じて欲しいと思っています。

工場見学
　東村山市の姉妹都市
である米国ミズーリ州イ
ンディペンデンス市の
学生11名を工場にお招
きし、日米のリサイク
ル事情の違いを知るな
ど、交流と親睦を深めました。

清掃ボランティア　
　隔週月曜日にエコ工場
フェニックスの周辺の清
掃ボランティアを行ってい
ます。これは、工場勤務
の社員の声からこの活動
が始まりました。

英語版工場パンフレット
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期日 名称 内容

2015年4月18日
アースデー
東京2015

（社）東京都産業廃棄物協会の一員として、フェイスペイントをしながら環
境について楽しく学ぶブースを出展しました。

2015年6月23日 工場見学
東村山市と姉妹都市提携を行っている米国ミズーリ州インディペンデン
ス市の親善訪問派遣団の学生11名を工場にお招きし、日米のリサイクル
事情の違いを知るなど、交流と親睦を深めました。

2015年7月28日
平成26年度

清瀬環境･川祭り
3Rをコンセプトとしたクイズやパンフレット配布を通じて、環境について
学ぶブースを出展しました。

2015年9月15日 職場体験
東村山市内の中学生2名に、2日間、エコ工場にて選別作業などの職場
体験を行っていただきました。

2015年10月18日
東村山市

リサイクルフェア

環境整備事業協同組合として、収集車両の展示、車両の仕組みを解説し
各家庭でのリサイクル活動の啓発を行いました。また、環境標語を募集し
最優秀賞を受賞した標語に関しては、当社の収集車両にステッカーとし
て貼る取組を実施しました。

2015年11月
14-15日

東村山市民まつり
より多くの方に身近に感じてもらうため、手作りダーツゲームのブースを
出展し、たくさんの地域の方々に足を運んでいただきました。

2016年2月12日 出前授業
」？なか何はと）源資（んげし「。たしまい行を業授前出てに園稚幼せよき

という紙芝居のクイズの後に、実際にごみ収集車への積み込み体験を
行っていただきました。

地域貢献の取り組み一覧

地域に根差したCSR活動


